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詞林　第78号　2025年10月

一
、
問
題
の
所
在

　
「
蛬
（
蛩
）」「
蟋
蟀
」「
促
織
」「
絡
緯
」「
蜻
蛚
」（
以
下
「「
蛬
」
語

群
」
と
総
称
す
る
）
は
、
中
国
で
は
地
域
・
時
代
に
よ
る
同
物
異
名
と

さ
れ（

1
）たが

、『
和
名
類
聚
抄
』
以
降
の
日
本
の
古
辞
書
は
、
異
な
る
和

訓
を
あ
て
別
項
で
掲
出
す
る
。

　
　

�

促
織　

兼
名
苑
云
、
絡
緯
、
一
名
促
織
。〈
波
太
於
利
米
。〉
鳴
聲

如
レ
急
レ
織
レ
機
、
故
以
名
レ
之
。

　
　

�

蜻
蛚　

文
字
集
略
云
、
蜻
蛚
。〈
精
列
二
音
。
古
保
呂
伎
。〉

　
　

�

蟋
蟀　

兼
名
苑
云
、
蟋
蟀
〈
悉
率
二
音
〉、
一
名
蛬
。〈
渠
容
反
、

又
音
拱
、
岐
利
々
々
須
。〉

�

（
和
名
類
聚
抄
巻
八
・
蟲
豸（

2
）部）

こ
の
よ
う
な
分
類
に
基
づ
き
、
先
行
論
は
各
語
の
指
す
虫
の
実
態
を
検

討
し
て
き（

3
）た。
一
方
、
表
現
上
の
特
徴
に
は
あ
ま
り
目
が
向
け
ら
れ
て

い
な
い
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
詠
法
と
し
て
は
、

①
鳴
き
声
の
特
徴
か
ら
「
機
織
り
」
と
と
も
に
詠
ま
れ
る
こ
と

②
物
悲
し
い
声
が
詠
ま
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
い
ず
れ
も
中
国
漢
詩
文
と
日
本
漢
詩
、
和
歌
に
共
通
し
、
中

国
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
。
だ
が
、
日
中
の
漢
詩
と
和
歌
を
詳
細
に
比

較
し
た
論
考
は
ほ
ぼ
見
当
た
ら
な（

4
）い。
本
稿
は
、
平
安
朝
漢
詩
に
お
け

る
「
蛬
」
語（

5
）群の

詠
法
①
②
を
、
六
朝
・
唐
詩
、
お
よ
び
平
安
期
の
和

歌
の
傾
向
と
比
較
す（

6
）る。
三
者
を
区
別
し
、
共
通
と
差
異
の
様
相
を
提

示
す
る
こ
と
で
、
日
本
漢
詩
が
中
国
漢
詩
文
の
用
法
を
ど
の
よ
う
に
受

容
し
た
の
か
、
ま
た
和
歌
の
詠
法
と
ど
う
重
な
る
の
か
、
と
い
う
問
題

を
考
え
る
一
助
と
し
た
い
。

二
、「
織
る
」
主
体
―
中
国
漢
詩
と
の
比
較

　

ま
ず
、「
蛬
」
語
群
と
「
織
」
の
結
び
つ
き
の
典
拠
を
確
認
す
る
。『
文

選
』
巻
十
九
「
古
詩
十
九
首
」
其
七
の
「
促
織
」
に
対
す
る
李
善
注
は
、

次
の
よ
う
に
『
春
秋
考
異
郵
』
お
よ
び
宋
均
注
を
引
く
。

　
　
　

古
詩
十
九
首　

其
七

　
　

明
月
皓
夜
光　

明
月
は
皓
く
夜
光
り

平
安
朝
漢
詩
に
お
け
る
「
蛬
」
語
群
の
詠
法

―
―
「
織
」・「
怨
」
と
の
組
合
せ
に
着
目
し
て
―
―

小
山�　

愛
桂
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平安朝漢詩における「蛬」語群の詠法（小山）
　
　

促
織
鳴
東
壁　

促
織
は
東
壁
に
鳴
く

　
　

�〈
春
秋
考
異
郵
曰
、
立
秋
趣
織
鳴
。
宋
均
曰
、
趣
織
、
蟋
蟀
也
。

立
秋
女
功
急
、
故
趣
之
。
礼
記
曰
、
季
夏
蟋
蟀
在
壁
。〉

　
　

�〈
春
秋
考
異
郵
に
曰
く
、
立
秋
に
趣
織
鳴
く
。
宋
均
曰
く
、
趣
織
は
、

蟋
蟀
な
り
。
立
秋
に
女
功
急
ぐ
、
故
に
之
を
趣
す
。
礼
記
に
曰
く
、

季
夏
に
し
て
蟋
蟀
壁
に
在
り
。〉

�
（
文
選
巻
二
十
九
・
雑
詩
上
〈
李
善（

7
）注〉）

「
促
織
」
と
「
趣
織
」
を
同
義
と
み
な
し
た
う
え
で
、
機
織
り
を
促
す

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
付
け
ら
れ
た
呼
称
だ
と
説
明
す
る
。
ま
た
、『
藝

文
類
聚
』
の
「
蟋
蟀
」
の
項
に
は
、

　
　

�

詩
義
疏
曰
、
蟋
蟀
似
蝗
而
小
、
正
黑
。
目
有
光
澤
、
如
漆
。
有
角

翅
。
幽
州
人
謂
之
趣
織
、
督
促
之
言
也
。
里
語
趣
織
鳴
、
嬾
婦
驚
。

　
　

�

詩
義
疏
曰
く
、
蟋
蟀
は
蝗
に
似
て
小
さ
く
、
正
に
黒
し
。
目
に
光

沢
有
る
こ
と
、
漆
の
ご
と
し
。
角
・
翅
有
り
。
幽
州
の
人
之
を
趣

織
と
謂
ふ
、
督
促
の
言
な
り
。
里
語
に
趣
織
鳴
き
て
、
嬾
婦
驚
く

と
。

�

（
藝
文
類
聚
巻
九
十
七
・
蟲
豸（

8
）部）

と
あ
り
、
蟋
蟀
が
趣
織
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
意
は
督
促
で
あ
り
、「
趣

織
が
鳴
い
て
怠
け
者
の
女
が
は
っ
と
す
る
」
と
い
う
俗
諺
が
あ
る
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
促
織
」
や
「
蟋
蟀
」
は
、
機
織

り
を
始
め
る
秋
の
初
め
に
鳴
き
、
機
織
り
を
急
か
す
虫
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
発
想
を
受
け
、
六
朝
・
唐
詩
は
「
蛬
」
語
群
と
「
織
」
を
次
の

よ
う
に
詠
む
。

　
　
　

擬
古�

南
朝
宋　

鮑
照

　
　

秋
蛩
挾
戶
吟　

秋
の
蛩
は
戸
を
挟
み
て
吟
じ

　
　

寒
婦
成
夜
織　

寒
婦
は
夜
織
る
こ
と
を
成
す	

�

（
玉
台
新
詠
巻（

9
）四）

　
　
　

題
二
長
安
主
人
壁
一�

盛
唐　

孟
浩
然

　
　

促
織
驚
寒
女　

促
織
は
寒
女
を
驚
か
し

　
　

秋
風
感
長
年　

秋
風
は
長
年
を
感
ぜ
し
む

�

（
孟
浩
然
集
巻（

10
）中）

鮑
照
は
「
虫
が
鳴
き
、
女
が
機
を
織
る
」、
孟
浩
然
は
「
促
織
が
鳴
い

て
女
を
は
っ
と
さ
せ
る
」
と
い
い
、
い
ず
れ
も
「
織
る
」
の
は
人
で
あ

る
。
虫
を
「
織
る
」
主
体
と
す
る
例
は
数
少
な
く
、
古
く
は

　
　
　

奉
三
和
賜
二
曹
美
人
一�

北
周　

庾
信

　
　

絡
緯
無
機
織　

絡
緯
は
機
無
く
し
て
織
り

　
　

流
螢
帯
火
寒　

流
蛍
は
火
を
帯
び
て
寒
し

�

（
庾
子
山（

11
）集）

に
「
絡
緯
は
機
織
り
機
を
も
た
な
い
の
に
織
り
、
蛍
は
火
を
帯
び
て
い

る
の
に
寒
い
」
と
あ
る
。
ま
た
、
唐
代
で
は

　
　
　

寓
意
詩
五
首　

其
三�

白
居
易

　
　

促
織
不
成
章　

促
織
は
章
を
成
さ
ず

　
　

提
壺
但
聞
聲　

提
壺
は
但
だ
声
を
聞
く
の
み

　
　

嗟
哉
蟲
與
鳥　

あ
あ
虫
と
鳥
と

　
　

無
實
有
虛
名　

実
無
く
し
て
虚
名
有
り

�

（
白
氏
文
集
巻
二
・（

12
）0092

）
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平安朝漢詩における「蛬」語群の詠法（小山）
　
　
　

古
楽
府
雑
怨
三
首　

其
三�

中
唐　

孟
郊

　
　

暗
蛩
有
虛
織　

暗
蛩　

虚
し
く
織
る
こ
と
有
り

　
　

短
線
無
長
縫　

短
線　

長
く
縫
ふ
こ
と
無
し

�

（
孟
郊
集
巻
一
・
楽
府（

13
）上）

が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
「
虚
名
」「
虚
織
」、
つ
ま
り
実
際
に
は

機
を
織
ら
な
い
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
留
保
な
し
に
虫
が
「
織
る
」
と

い
う
例
は
唐
以
前
に
は
き
わ
め
て
稀
で
、

　
　
　

冬
夕�

中
唐　

張
籍

　
　

寒（
14
）蛩獨

罷
織　

寒
蛩　

独
り
織
る
こ
と
を
罷
め

　
　

湘
雁
猶
能
鳴　

湘
雁　

猶
ほ
能
く
鳴
く

�
（
文
苑
英
華
巻
一
五（

15
）八）

が
み
ら
れ
る
程
度
で
あ（

16
）る。

　

一
方
、
平
安
朝
漢
詩
で
「
蛬
」
語
群
と
「
織
る
」
を
結
び
つ
け
る
例

は
五
首
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
　

①
賦
得
二
絡
緯
無
一レ
機
〈
応
制
一
首
〉�
菅
原
清
公

　
　

歳
暮
倡
楼
冷　

歳
暮
の
倡
楼　

冷
や
や
か
に
し
て

　
　

征
夫
消
息
希　

征
夫
の
消
息
は
希
な
り

　
　

思
蟲
寧
有
憶　

思
虫　

寧
ぞ
憶
有
ら
む
や

　
　

誰
為
織
寒
衣　

誰
が
為
に
か
寒
衣
を
織
る

　
　

細
緯
元
無
杼　

細
緯　

元
よ
り
杼
な
く

　
　

疎
経
不
待
機　

疎
経　

機
を
待
た
ず

　
　

疋
成
如
可
借　

疋
成
り
て
如
し
借
る
べ
く
は

　
　

遠
送
寄
金
微　

遠
く
送
り
て
金
微
に
寄
せ
む

�

（
文
華
秀
麗
集
巻
下
・
雑
詠
・（

17
）136

）

　
　
　

②
賦
得
二
秋
織
一�

島
田
忠
臣

　
　

促
織
寒
声
愁
不
支　

促
織
の
寒
声　

愁
へ
を
支
へ
ず

　
　

携
将
機
杼
景
将
移　

機
杼
を
携た

づ
さ将

へ
て　

景
将
に
移
ら
む
と
す

　
　

香
飛
両
袖
随
梭
乱　

香
は
両
袖
よ
り
飛
び　

梭
に
随
ひ
て
乱
れ

　
　

汗
湿
双
題
逐
縷
垂　

汗
は
双
題
を
湿
し　

縷
を
逐
ひ
て
垂
る

　
　

幅
閉
尋
常
依
土
俗　

幅
閉
づ
る
は　

尋
常
土
俗
に
依
る

　
　

衣
成
早
晩
寄
天
涯　

衣
成
ら
ば　

早
晩
天
涯
に
寄
せ
む

　
　

含
情
廻
出
相
思
字　

情
を
含
み
て
廻
り
出
づ
る　

相
思
の
字

　
　

無
限
秋
風
繞
腕
吹　

限
り
無
き
秋
風　

腕
を
繞
り
て
吹
く

�

（
田
氏
家
集
巻
上
・（

18
）8）

　
　
　

③
蛬
声
入
レ
夜
催
〈
以
レ
寒
為
レ
韻
〉�

源
順

　
　

蛬
声
切
々
夜
漫
　々

蛬
声
切
々
と
し
て　

夜
漫
々
た
り

　
　

欹
枕
還
忘
玉
漏
闌　

枕
を
欹
て
て
還
た
忘
る　

玉
漏
の
闌
な
る
を

　
　

不
奈
蟪（

19
）蛄喧

岸
柳　

奈
む
と
も
せ
ず　

蟪
蛄
の
岸
柳
に
喧
し
き
を

　
　

可（
20
）憐絡
緯
織
庭
蘭　

憐
れ
む
べ
し　

絡
緯
の
庭
蘭
に
織
る
を

　
　

叢
辺
怨
遠
風
聞
暗　

叢
辺
の
怨
遠
く
し
て　

風
の
聞
え
暗
く

　
　

壁
底
吟
幽
月
色
寒　

壁
底
の
吟
幽
か
に
し
て　

月
の
色
寒
し

　
　

傾
耳
誰
無
秋
興
動　

�

耳
を
傾
く
る
に
誰
か
秋
興
を
動
か
す
こ
と
無

き

　
　

�
昔
鳴
軒
屏
感
潘
安　

昔　

軒
屏
に
鳴
き
て
潘
安
を
感
ぜ
し
む

�

（
天
徳
三
年
八
月
十
六
日
闘
詩
行
事
第
六
・（

21
）左）

　
　
　

④
同
題�

橘
直
幹
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平安朝漢詩における「蛬」語群の詠法（小山）
　
　

�
蛬
喧
暮
草
夜
更
闌　

蛬
は
暮
草
に
喧
し
く　

夜　

更
に
闌
け

　
　

�
月（

22
）影初

斜
露
色
団　

月
影
初
め
て
斜か

た
ぶ

き　

露
の
色
団ま

ど

か
な
り

　
　

�

山
館
雨
時
鳴
自
暗　

山
館
に
雨
ふ
る
時　

鳴
く
こ
と
自
ら
暗
く

　
　

�

野
亭
風
処
織
猶
寒　

野
亭
に
風
ふ
く
処　

織
る
こ
と
猶
ほ
寒
し

　
　

�

林
辺
響
遶
秋
心
急　

林
辺
に
響
き
遶
り　

秋
の
心
急
に
し
て

　
　

枕
上
声
余
暁
夢
残　

枕
上
に
声
余
り　

暁
の
夢
残
れ
り

　
　

徳
及
昆
虫
微
細
類　

徳
は
昆
虫
微
細
の
類
に
及
び

　
　

�

□
□
得
令
出
叢
端　

□
□
叢
端
よ
り
出
さ
し
む
る
を
得
た
り

�

（
天
徳
三
年
八
月
十
六
日
闘
詩
行
事
第
六
・
右
）

　

⑤
入
レ
夜
有
二
虫
声
一
〈
心
〉�

藤
原
忠
通

　
　

鐘
声
満
耳
感
難
禁　

鐘
声
耳
に
満
ち
て　

感
禁
じ
難
し

　
　

入
夜
愁
人
動
寸
心　

夜
に
入
り
て　

愁
人
寸
心
を
動
か
す

　
　

�

臥
聴
孤
床
鳴
自
近　

�

臥
し
て
孤
床
に
聴
け
ば　

鳴
く
こ
と
自
ら
近

く

　
　

�

起
依
暗
壁
織
猶
深　

�

起
ち
て
暗
壁
に
依
れ
ば　

織
る
こ
と
猶
ほ
深

し

　
　

�

先
当
新
月
雖
添
響　

�

先
ず
新
月
に
当
り
て　

響
き
を
添
ふ
る
と
雖

も

　
　

�

終
到
明
朝
定
罷
音　

終
に
明
朝
に
到
り
て　

定
め
て
音
罷
む

　
　

蟋
蟀
韻
寒
膓
已
断　

蟋
蟀
の
韻
寒
く　

腸
は
已
に
断
へ

　
　

箇
中
移
座
苦
相
尋　

箇
中
に
座
を
移
し　

苦は
な
は

だ
相
尋
ぬ

�

（
法
性
寺
関
白
御（

23
）集）

①
の
題
に
「
絡
緯
無
機
」
つ
ま
り
「
絡
緯
は
（
機
織
り
を
連
想
さ
せ
る

名
に
反
し
）
織
機
を
も
た
な
い
」
と
い
う
の
は
、
前
掲
の
庾
信
詩
一
句

目
に
同
じ
で
、
白
居
易
「
寓
意
詩
五
首
」
の
「
促
織
不
成
章
」
に
も
通

じ（
24
）る。
ま
た
、
②
は
「
秋
の
機
織
り
」
を
題
に
、
ま
ず
「
織
る
こ
と
を

促
す
」
と
い
う
名
の
秋
の
虫
「
促
織
」
を
詠
み
、
字
義
を
活
か
し
て
「
機

を
織
る
女
」
の
描
写
に
つ
な
げ
る
。
両
者
と
も
、「
機
織
り
」
の
意
味

に
よ
り
「
促
織
」「
絡
緯
」
と
機
を
織
る
女
性
を
関
連
づ
け
詠
む
点
で
、

六
朝
・
唐
詩
の
詠
み
方
を
継
承
す
る
。
一
方
、
③
④
⑤
は
、
い
ず
れ
も

虫
の
「
声
」
を
題
と
し
、
虫
が
鳴
く
こ
と
を
「
織
る
」
と
言
い
換
え
る
。

「
鳴
く
」の
比
喩
と
し
て
の「
織
る
」の
主
体
は「
蛬
」語
群
で
あ
り
、「
虚

織
」
の
よ
う
な
留
保
も
な
い
。
こ
れ
は
、
中
国
漢
詩
文
に
み
え
る
「
虫

が
鳴
き
、女
が
織
る
」の
趣
向
と
は
離
れ
た
表
現
だ
。「
蛬
」語
群
と「
織
」

を
組
み
合
わ
せ
る
平
安
朝
漢
詩
の
数
は
限
ら
れ
る
も
の
の
、
五
首
の
う

ち
三
首
が
虫
を
「
織
る
」
主
体
と
し
て
お
り
、
一
般
に
人
を
主
体
と
す

る
中
国
漢
詩
と
は
傾
向
を
異
に
し
て
い
る
。

三
、「
織
る
」
主
体
―
和
歌
と
の
比
較

　

和
歌
に
お
け
る
類
似
表
現
と
し
て
「
は
た
お
り
（
は
た
お
る
虫
）」

と
「
つ
づ
り
さ
せ
」（「
き
り
ぎ
り
す
」
の
鳴
き
声
の
聴
き
な
し
）
が
あ

る
。「
促
織
」
の
訓
で
あ
る
「
は
た
お
り
（
め
）」
は
「
は
た
お
る
虫
」

と
も
呼
ば
れ
、
文
字
通
り
「
機
を
織
る
虫
」
と
し
て
詠
ま
れ
る
。
ま
た
、

「
蛬
」「
蟋
蟀
」
の
訓
で
あ
る
「
き
り
ぎ
り
す
」
も
、
鳴
き
声
を
「
つ
づ

り
さ
せ
」
と
聴
き
な
し
、
裁
縫
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
る
。「
は
た

お
り
」「
つ
づ
り
さ
せ
」
の
語
や
「
虫
が
機
を
織
る
」
と
い
う
詠
み
方
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は
『
万
葉
集
』
に
は
み
え
ず
、
十
世
紀
初
め
頃
か
ら
確
認
で
き
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
十
世
紀
以
降
の
和
歌
で
「
は
た
お
り
」「
つ
づ
り
さ
せ
」

が
詠
ま
れ
る
こ
と
は
、
漢
詩
で
「
蛬
」
語
群
と
「
織
」
が
組
み
合
わ
せ

ら
れ
る
こ
と
と
強
い
連
関
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
下
、
和
歌
と
平
安
朝
漢
詩
の
詠
法
を
比
較
す
る
。
ま
ず
、
先
に
み

た
行
為
の
主
体
と
い
う
点
に
着
目
す
る
。

　
「
つ
づ
り
さ
せ
」
の
例
と
し
て
『
家
持
集
』
に
次
の
歌
が
み
え
る
。

　
　

�

か
ら
こ
ろ
も
た
つ
た
の
山
に
あ
や
し
く
も
つ
づ
り
さ
せ
て
ふ
き
り

ぎ
り
す
か
な

�

（
家
持（

25
）集・
雑
歌
・
253
）

「
唐
衣
の
よ
う
に
紅
葉
し
た
竜
田
山
で
き
り
ぎ
り
す
が
『
綴
り
刺
せ
』

と
鳴
く
」
の
を
「
あ
や
し
」
と
し
、
す
で
に
「
こ
ろ
も
」
が
あ
る
の
に

「
裁
縫
せ
よ
」
と
鳴
く
こ
と
へ
の
不
審
を
述
べ
る
。
次
に
、「
は
た
お
り

め
」
の
例
を
挙
げ
る
。

　
　
　
　

は
た
お
り
め

　
　

�

か
り
が
ね
の
は
風
を
さ
む
み
は
た
お
り
め
く
だ
ま
く
こ
ゑ
の
き
り

き
り
と
な
く

�

（
古
今
和
歌
六
帖
第
六
・
4017
）

こ
こ
で
は
「
雁
の
羽
風
が
寒
い
の
で
、
は
た
お
り
め
が
糸
を
管
に
巻
く

（
よ
う
な
）
声
が
き
り
き
り
と
す
る
」
と
い
う
。「
糸
を
管
に
巻
く
」
と

い
う
の
が
機
織
り
を
示
し
、「
は
た
お
り
め
」
が
寒
さ
を
免
れ
る
た
め

糸
を
巻
い
て
衣
を
織
る
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
つ
づ
り
さ
せ
」

と
「
は
た
お
り
」
の
両
方
を
詠
み
こ
む
歌
で
は
、

　
　

�

う
ち
は
へ
て
は
た
お
る
虫
の
あ
る
も
の
を
つ
づ
り
さ
せ
て
ふ
声
や

な
に
な
り

�

（
賀
茂
保
憲
女
集
・（

26
）冬・

106
）

「
ず
っ
と
機
を
織
っ
て
い
る
虫
が
い
る
の
に
『
綴
り
刺
せ
』
と
い
う
声

が
聞
こ
え
る
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
」と
い
う
。こ
れ
ら
の
例
か
ら
、「
つ

づ
り
さ
せ
」
は
「
裁
縫
を
促
す
声
」、「
は
た
お
り
」
は
「
機
を
織
る
虫
」

と
し
て
詠
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か（

27
）る。

　
『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
の
平
安
期
に
成
立
し
た
集
に
お
い
て
、「
つ

づ
り
さ
せ
」
を
含
む
歌
は
五
首
、「
は
た
お
り
」「
は
た
お
る
虫
」
を
含

む
歌
は
二
十
七
首
（
う
ち
「
機
織
り
」
の
意
味
を
利
用
し
て
い
る
と
判

断
で
き
る
歌
は
二
十
三
首
）（
重
複
を
除
く
）（

28
）で、
明
ら
か
に
「
は
た

お
り
（
は
た
お
る
虫
）」
の
方
が
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
和

歌
で
は
、
六
朝
・
唐
詩
に
一
般
的
な
「
虫
が
鳴
き
、
人
が
織
る
」
表
現

に
近
い
「
つ
づ
り
さ
せ
」
と
、
平
安
朝
漢
詩
に
特
徴
的
な
「
虫
が
織
る
」

表
現
に
近
い
「
は
た
お
り
」
が
い
ず
れ
も
詠
ま
れ
た
も
の
の
、
後
者
の

方
が
優
勢
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
織
る
」
主
体
と
い
う
観

点
で
み
れ
ば
、
平
安
朝
漢
詩
と
和
歌
は
近
い
位
置
に
あ
る
と
い
え
る
。

四
、
名
へ
の
意
識
―
和
歌
と
の
比
較

　

前
章
に
お
い
て
、
平
安
朝
漢
詩
と
和
歌
は
「
織
る
」
主
体
が
「
蛬
」

語
群
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
と
も
に
中
国
の
漢
詩
文
か
ら
離
れ
た
傾
向

を
も
つ
こ
と
を
述
べ
た
。
本
節
で
は
、「
蛬
」
語
群
を
「
織
る
」
主
体

と
す
る
平
安
朝
漢
詩
と
和
歌
の
間
に
も
、「
織
る
」
の
詠
み
方
に
差
異
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が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
注
目
す
る
の
は
、
音
の
比
喩
と
し
て
「
織
」
の

語
を
用
い
る
か
、「
は
た
お
り
」
と
い
う
名
を
重
視
す
る
か
と
い
う
点
だ
。

　

そ
も
そ
も
「
蛬
」
語
群
が
「
織
る
」
と
詠
ま
れ
る
の
は
、
鳴
き
声
が

織
機
に
似
る
こ
と
に
由
来
す
る
た
め
、「
織
」
と
い
う
語
は
基
本
的
に

鳴
き
声
の
比
喩
で
あ
る
。
前
章
④
の
「
野
亭
風
処
織
猶
寒
」
は
、「
機

織
り
の
音
の
よ
う
な
鳴
き
声
が
寒
々
し
い
」と
い
い
、「
織
」は
聴
き
と
っ

た
音
の
比
喩
だ
。
③
も
「
不
奈
蟪
蛄
喧
岸
柳
、
可
憐
絡
緯
織
庭
蘭
」
と

「
喧
し
」「
織
る
」
を
対
と
し
、「
柳
の
辺
り
で
喧
し
く
鳴
い
て
い
る
」「
庭

蘭
の
辺
り
で
織
機
の
よ
う
な
声
で
鳴
い
て
い
る
」
と
い
う
。
⑤
も
同
様
、

題
に
「
有
虫
声
」
と
あ
る
よ
う
に
、
聴
覚
で
感
受
し
た
事
柄
を
並
べ
る
。

　

一
方
、
和
歌
に
は
、
行
為
と
し
て
の
「
機
を
織
る
」
と
い
う
意
味
を

利
用
し
た
修
辞
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
次
の
三
首
で
あ
る
。

　
　
　
　

屏
風
に�

紀
貫
之

　
　

�

秋
く
れ
ば
は
た
お
る
虫
の
あ
る
な
へ
に
唐
錦
に
も
見
ゆ
る
の
べ
か

な

�

（
拾
遺
集
巻
三
・
秋
・
180
）

　
　
　
　

は
た
お
り
と
い
ふ
む
し
を
よ
め
る

　
　

�

さ
さ
が
に
の
い
と
ひ
き
か
く
る
草
む
ら
に
は
た
お
る
虫
の
こ
ゑ
き

こ
ゆ
な
り

�

（
金
葉
集
二
度
本
巻
三
・
秋
・
219
）

　
　
　
　

月
前
聞
虫

　
　

�

め
も
あ
や
に
見
ゆ
る
こ
よ
ひ
の
月
影
に
は
た
お
り
そ
ふ
る
虫
の
声

か
な

�

（
清
輔
集
・
秋
・
164
）

拾
遺
集
180
番
歌
は
、
色
づ
い
た
野
辺
を
「
唐
錦
」
に
た
と
え
、
そ
の
錦

を
「
は
た
お
る
虫
」
の
作
品
に
見
立
て
る
。
ま
た
、
金
葉
集
219
番
歌
は

「
蜘
蛛
が
糸
を
引
き
懸
け
る
草
叢
で
、
は
た
お
る
虫
＝
機
を
織
る
虫
の

声
が
し
て
い
る
」、
清
輔
集
164
番
歌
は
「
目
も
あ
や
に
見
え
る
月
、
そ

の
綾
に
さ
ら
に
布
を
織
り
添
え
る
虫
の
声
」
と
詠
む
。
こ
れ
ら
は
、「
は

た
お
る
虫
」
が
「
織
る
」
と
と
も
に
「
野
辺
」
が
「
錦
」
の
よ
う
に
み

え
る
、「
糸
」
か
ら
布
を
「
織
る
」、「
綾
」
が
あ
る
と
こ
ろ
に
布
を
「
織

り
」
加
え
る
、
と
い
う
よ
う
に
語
同
士
を
関
連
づ
け
、
秋
の
情
景
を
布

に
関
す
る
文
脈
の
中
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
歌
に
お
い
て
、「
は
た
お
り
（
は
た
お
る
虫
）」
と
い
う
名

称
は
不
可
欠
だ
。
こ
の
三
首
は
、「
お
る
」
と
い
う
語
が
「
錦
」「
糸
」

「
あ
や
」
と
い
う
他
の
語
と
意
味
の
連
関
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
成
立

す
る
。
仮
に
「
は
た
お
る
虫
」
を
「
鳴
く
虫
」
と
言
い
換
え
れ
ば
、
縁

語
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
意
味
の
ま
と
ま
り
は
失
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

こ
れ
ら
の
和
歌
は
「
は
た
お
る
」
と
い
う
名
に
重
き
を
置
く
の
で
あ
り
、

「
機
織
る
」
虫
だ
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
。
一
方
、
漢
詩
③
④
⑤
の
「
織
」

は
「
鳴
」
の
言
い
換
え
に
留
ま
り
、「
織
」
を
「
鳴
」
や
別
の
比
喩
に

置
き
換
え
た
と
し
て
も
詩
全
体
は
成
立
す
る
。
和
歌
の
よ
う
に
他
の
語

と
連
関
し
て
意
味
の
ま
と
ま
り
を
形
成
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら

だ
。
こ
れ
ら
の
漢
詩
に
お
け
る
「
織
」
は
鳴
き
声
の
比
喩
で
あ
り
、
和

歌
の
「
は
た
お
り
」
の
よ
う
に
虫
の
名
を
強
く
意
識
す
る
表
現
と
は
異

な
る
。
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ま
た
、
漢
詩
が
「
促
織
」「
絡
緯
」
だ
け
で
な
く
「
蛬
」「
蟋
蟀
」
も

「
織
る
」
と
詠
む
の
に
対
し
、
和
歌
で
虫
が
「
織
る
」
と
い
う
場
合
は

専
ら
「
は
た
お
り
」
が
詠
ま
れ
、「
き
り
ぎ
り
す
」
が
「
織
る
」
と
い

う
例
は
見
当
た
ら
な（

29
）い。前

者
は
鳴
き
声
の
比
喩
な
の
で
、字
義
が「
機

織
り
」
と
関
わ
ら
な
い
「
蛬
」「
蟋
蟀
」
で
も
支
障
は
な
い
が
、
後
者

は
「
機
織
り
」
と
い
う
意
味
を
用
い
て
各
語
を
関
連
づ
け
る
こ
と
で
成

立
す
る
た
め
、「
は
た
お
り
」
の
名
が
重
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
和
歌
は
「
は
た
お
り
」
の
名
を
利
用
し
て
「
機
織
り
」

に
関
係
す
る
文
脈
を
形
成
す
る
の
に
対
し
、
平
安
朝
漢
詩
は
「
蛬
」
語

群
が
「
織
る
よ
う
な
声
で
鳴
く
」
と
聴
き
な
す
の
み
で
、
和
歌
に
比
べ

て
名
へ
の
意
識
は
薄（

30
）い。

五
、「
怨
」
の
主
体
―
中
国
詩
と
の
比
較

　

次
に
、
悲
し
み
や
愁
い
を
表
す
「
怨
」
の
語
と
「
蛬
」
語
群
の
組
合

せ
に
着
目
し
、
心
情
の
主
体
、
ま
た
焦
点
が
人
事
と
自
然
の
い
ず
れ
に

あ
る
か
と
い
う
観
点
で
日
中
の
漢
詩
を
比
較
す
る
。「
蛬
」
語
群
の
鳴

き
声
が
聴
く
者
の
愁
い
や
悲
し
さ
を
か
き
た
て
る
と
い
う
表
現
は
日
中

と
も
に
み
ら
れ（

31
）るが

、
平
安
朝
漢
詩
に
は
「
蛬
」
語
群
自
体
が
露
や
霜

の
寒
さ
を
「
怨
」
み
鳴
く
と
い
う
表
現
も
あ
る
。
該
当
す
る
四
首
の
用

例
を
挙
げ
る
。

　
　
　

⑥
重
陽
夜
感
二
寒
蛬
一、
応
制�

菅
原
道
真

　
　

欲
将
虫
泣
断
人
腸　

�

虫
の
泣
く
を
将
て　

人
の
腸
を
断
た
む
と
す

　
　

殊
感
秋
深
不
免
霜　

�

殊
に
感
ず
ら
く
は　

秋
深
く
し
て
霜
を
免
れ

ざ
る
を

　
　

今
夜
何
因
寒
怨
急　

今
夜　

何
に
因
り
て
か
寒
怨
急
な
る

　
　

被
多
折
菊
草
棲
荒　

多
く
菊
を
折
ら
れ
て　

草
棲
荒
れ
た
り

�

（
菅
家
文
草（

32
）371

）

　
　
　

⑦
草
木
凝
二
秋
色
一�

大
江
朝
綱

　
　

露
草
月
侵
蛬
怨
苦　

露
草　

月
侵
し
て　

蛬
の
怨
み
苦
だ
し
く

　
　

煙
枝
嵐
引
鳥
棲
艱　

煙
枝　

嵐
引
き
て　

鳥
の
棲
む
こ
と
難
し

　
　

荻
花
漫
乱
三
秋
雪　

荻
花　

漫
ろ
に
乱
れ　

三
秋
の
雪
た
り

　
　

桂
葉
偸
焼
九
葉
丹　

桂
葉　

偸
か
に
焼
き　

九
葉
の
丹
た
り

�

（
類
聚
句
題
抄（

33
）32）

　
　
　

⑧
花
菊
感
二
傲
秋
一�

菅
原
庶
幾

　
　

花
成
五
美
人
催
思　

花
は
五
美
と
成
り
て　

人　

思
ひ
を
催
し

　
　

色
動
兼
金
客
断
腸　

色
は
兼
金
を
動
か
し　

客　

腸
を
断
つ

　
　

盈
把
折
時
寒
蛬
怨　

把
に
盈
し
折
る
時　

寒
蛬
怨
む

　
　

泛
盃
吹
処
晩
風
涼　

盃
に
泛
べ
吹
く
処
に　

晩
風
涼
し

�

（
類
聚
句
題
抄
108
）

　
　
　

⑨
山
寺
即
事�

藤
原
茂
明

　
　

古
寺
蕭
条
僻
俗
寰　

古
寺　

蕭
条
と
し
て
俗
寰
を
僻
り

　
　

巌
路
高
低
引
友
攀　

巌
路
の
高
低　

友
を
引
き
て
攀
づ

　
　

苔
地
露
寒
蛬
怨
切　

苔
地
に
露
寒
く　

蛬
の
怨
み
切
に
し
て

　
　

松
門
日
落
鶴
眠
閑　

松
門
に
日
落
ち
て　

鶴
の
眠
り
閑
か
な
り

　
　

声
来
暁
枕
洗
夢
水　

声
は
暁
枕
に
来
た
る　

夢
を
洗
ふ
水

　
　

影
入
晩
窗
当
眼
山　

影
は
晩
窓
に
入
る　

眼
に
当
た
る
山
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洞
裏
優
遊
雲
莫
厭　

洞
裏
に
優
遊
す　

雲
厭
ふ
こ
と
莫
れ

　
　

被
牽
詩
興
未
能
還　

詩
興
に
牽
か
れ　

未
だ
還
る
こ
と
能
は
ず

�

（
本
朝
無
題
詩
巻
十
・
雑
寺
・（

34
）728
）

⑦
⑨
は
蛬
が
草
地
の
寒
さ
を
「
怨
」
む
と
い
い
、
⑥
⑧
は
菊
花
を
折
ら

れ
た
こ
と
で
寒
さ
か
ら
身
を
覆
う
も
の
を
失
っ
た
と
い
う
経
緯
を
加
え

る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
蛬
の
心
情
と
し
て
の
「
怨
」
の
語
の
使
用

が
共
通
す
る
。「
怨
」
の
訳
語
は
、
悲
し
い
、
寂
し
い
、
う
ら
み
に
思

う
等
と
幅
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
何
ら
か
の
願
望
が
満
た
さ
れ
な
い
状

態
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
心
情
を
い
い
、
希
望
が
実
現
さ
れ
な
い
原

因
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
咎
め
る
気
持
ち
が
「
う
ら
み
」
と
な（

35
）る。
こ

こ
で
は
、
虫
が
寒
く
な
ら
な
い
よ
う
望
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

寒
さ
が
厳
し
さ
を
増
し
、
過
ご
し
や
す
い
環
境
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
で

「
怨
」
が
生
じ
る
。
寒
さ
の
原
因
、
つ
ま
り
「
怨
む
」
対
象
は
、
⑦
⑨

で
は
露
、
⑥
⑧
で
は
重
陽
の
行
事
で
菊
が
折
ら
れ
た
こ
と
、
あ
る
い
は

折
っ
た
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
、「
蛬
」
語
群
と
「
怨
」
を
組
み
合
わ
せ
る
六
朝
・
唐
の
用

例
を
確
認
す
る
と
、
次
の
二
首
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　

宛
轉
歌�

梁　

江
總

　
　

不
怨
前
階
促
織
鳴　

前
階
に
促
織
の
鳴
く
を
怨
み
ず

　
　

偏
愁
別
路
擣
衣
聲　

偏
へ
に
別
路
に
衣
を
擣
つ
声
を
愁
ふ

　
　

別
燕
差
池
自
有
返　

別
燕　

差
池
し
て
自
ら
返
る
こ
と
有
り

　
　

離
蟬
寂
寞
詎
含
情　

離
蝉　

寂
寞
と
し
て
詎
ぞ
情
を
含
ま
む

�

（
楽
府
詩
集
巻
六（

36
）十）

　
　
　

秋
蛩�

中
唐　

雍
裕
之

　
　

雨
絕
蒼
苔
地　

雨
は
絶
ゆ　

蒼
苔
の
地

　
　

月
斜
青
草
階　

月
は
斜か

た
ぶ

く　

青
草
の
階

　
　

蛩
鳴
誰
不
怨　

蛩
鳴
く
と
き　

誰
か
怨
み
ざ
ら
む

　
　

況
是
正
離
懷　

況
や
是
れ　

正
に
離
懐
な
り

�

（
全
唐
詩
巻
四
百
七
十（

37
）一）

江
總
は
「
前
の
階
の
促
織
が
鳴
く
声
を
怨
み
は
し
な
い
、
た
だ
別
れ
路

に
響
く
砧
を
打
つ
音
に
愁
い
を
覚
え
る
」
と
い
う
。
促
織
は
物
悲
し
い

声
で
鳴
く
と
い
う
共
通
認
識
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
促
織
の
声

を
「
怨
」
み
は
し
な
い
と
い
い
、
自
分
の
満
た
さ
れ
な
い
心
情
の
原
因

と
し
て
促
織
を
咎
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
つ
ま
り
自
身
の
悲
し
み

は
促
織
の
声
で
は
な
く
別
離
に
よ
る
の
だ
と
い
う
。
ま
た
、
雍
裕
之
は

「
蛩
が
鳴
く
と
き
誰
が
怨
み
を
感
じ
な
い
だ
ろ
う
か
、
ま
し
て
や
こ
れ

は
ま
さ
に
別
れ
に
際
し
て
抱
く
情
な
の
だ
」
と
い
う
。
蛬
の
鳴
き
声
を

聴
く
と
人
は
悲
し
い
気
持
ち
で
物
思
い
を
す
る
も
の
だ
が
、
今
は
別
離

の
時
で
あ
る
か
ら
悲
し
み
は
い
っ
そ
う
ま
さ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
こ

で
の
「
怨
」
は
心
な
ら
ず
別
れ
て
ゆ
く
こ
と
へ
の
悲
し
み
や
満
た
さ
れ

な
さ
を
指
す
。
こ
れ
ら
の
詩
の
「
怨
」
は
人
の
心
情
で
、「
促
織
」「
蛩
」

は
人
の
「
怨
」
を
呼
び
起
こ
す
、
あ
る
い
は
強
め
る
き
っ
か
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
平
安
朝
漢
詩
四
首
で
は
「
蛬
」
語
群
自
体
に
心
情
が
想

定
さ
れ
る
の
に
対
し
、
六
朝
・
唐
詩
で
は
「
蛬
」
語
群
が
人
の
心
情
を

か
き
立
て
る
と
さ
れ
る
。

　

虫
を
「
怨
」
の
主
体
と
す
る
六
朝
・
唐
詩
は
稀
だ
が
、
白
居
易
が
「
虫
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怨
」
の
語
を
用
い
た
例
が
三
例
あ
る
。
た
だ
、

　
　
　

同
二
諸
客
一
題
二
于
家
公
主
舊
宅
一�

白
居
易

　
　

平
陽
舊
宅
少
人
遊	

平
陽
の
旧
宅　

人
遊
ぶ
こ
と
少
な
し

　
　

應
是
遊
人
到
即
愁	

応
に
是
れ　

遊
ぶ
人
即
ち
愁
ひ
に
到
る

　
　

春
榖
鳥
啼
桃
李
院	

春
穀
鳥
は
桃
李
院
に
啼
き

　
　

絡
絲
蟲
怨
鳳
凰
樓	

絡
糸
虫
は
鳳
凰
楼
に
怨
む

�

（
白
氏
文
集
巻
六
十
四
・
3098
）

の
句
は
、「
遊
ぶ
人
即
ち
愁
ひ
に
到
る
」
つ
ま
り
亡
き
公
主
の
家
に
来

る
人
は
み
な
悲
し
む
と
い
う
文
脈
で
あ
り
、
鳥
や
虫
は
人
の
悲
し
み
・

哀
悼
の
意
を
投
影
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
次
の
例
で
は

　
　
　

秋
寄
二
微
之
一
十
二
韵�

白
居
易

　
　

影
漏
衰
桐
樹	

影
は
漏
る　

衰
桐
の
樹

　
　

香
凋
晩
蕙
叢	

香
は
凋し

お

る　

晩
蕙
の
叢

　
　

飢
啼
春
谷
鳥	

飢
へ
て
啼
く
春
谷
鳥

　
　

寒
怨
絡
絲
蟲	

寒
く
し
て
怨
む
絡
糸
虫

�

（
白
氏
文
集
巻
五
十
四
・
2427
）

と
、「
寒
く
て
虫
が
怨
む
」
と
い
う
も
の
の
、
こ
の
詩
自
体
が
江
州
左

遷
中
の
作
で
、
全
体
が
老
い
や
不
遇
を
嘆
い
て
お
り
、
前
の
二
句
も
植

物
が
勢
い
を
失
う
様
子
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
寂
し
げ
な
秋
の

風
景
に
自
身
の
心
情
を
重
ね
た
と
解
せ
ら
れ
る
。こ
の
二
首
は
、人
事
・

人
の
心
情
と
か
か
わ
っ
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
日
本
の
例
も
、
⑥
に
「
欲

将
虫
泣
断
人
腸
」
と
あ
る
よ
う
に
人
の
心
情
を
詠
み
は
す
る
も
の
の
、

個
別
具
体
的
な
人
事
に
伴
う
心
情
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
虫
の
声
を
含

む
秋
の
情
景
に
誘
わ
れ
た
心
情
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
白
詩
は
「
蛬
」
語

群
を
、
人
の
死
や
左
遷
の
よ
う
な
具
体
的
な
人
事
の
周
辺
に
配
置
し
、

人
事
に
伴
う
人
の
心
情
を
託
し
て
い
る
。一
方
、平
安
朝
漢
詩
は
、「
怨
」

を
起
こ
す
よ
う
な
人
側
の
事
情
は
特
に
示
さ
ず
、「
蛬
」
語
群
の
悲
し

げ
な
声
を
聴
い
て
露
の
寒
さ
を
「
怨
」
ん
で
い
る
の
だ
と
想
像
す
る
。

こ
の
点
で
、
平
安
朝
漢
詩
の
詠
法
は
白
詩
と
も
隔
た
り
が
あ
る
。
ま
た
、

も
う
一
首
は

　
　
　

八
月
三
日
夜
作�

白
居
易

　
　

燭
凝
臨
曉
影　

燭
は
凝
る　

暁
に
臨
む
影

　
　

蟲
怨
欲
寒
聲　

虫
は
怨
む　

寒
か
ら
む
と
す
る
声

�

（
白
氏
文
集
巻
六
十
六
・
3278
）

と
特
に
人
事
が
示
さ
れ
な
い
も
の
の
、「
怨
」
を
引
き
起
こ
す
寒
さ
の

原
因
（
露
な
ど
）
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
平
安
朝
漢
詩
で
は
四
首
い
ず

れ
も
「
露
が
降
り
た
」「
重
陽
の
行
事
で
菊
を
と
ら
れ
た
」
と
い
う
原

因
に
言
及
す
る
。
こ
れ
は
白
詩
を
含
む
唐
詩
に
は
み
え
な（

38
）い。

　

こ
の
よ
う
に
、「
蛬
」
語
群
が
「
寒
さ
」
ゆ
え
に
「
怨
」
み
鳴
く
と

い
う
平
安
朝
漢
詩
の
表
現
は
、
六
朝
・
唐
詩
の
「
蛬
」
語
群
と
「
怨
」

の
詠
法
と
は
離
れ
て
い
る
。「
蛬
」
語
群
と
「
怨
」
を
詠
む
例
は
中
国

に
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
「
怨
」
は
虫
の
鳴
き
声
に
惹
起
さ
れ
る
人
の

心
情
で
あ
り
、「
蛬
」
語
群
の
心
情
で
は
な
い
。
白
詩
の
「
虫
怨
」
か

ら
は
影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
白
詩
の
三
首
中
二
首
で
「
怨
」
が
人
の

心
情
を
仮
託
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
平
安
朝
漢
詩
は
特
に
人
事
を
示

さ
ず
、
寒
さ
と
い
う
自
然
の
事
情
と
虫
の
心
情
の
想
像
に
焦
点
を
当
て
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る
。
加
え
て
、
平
安
朝
漢
詩
は
露
な
ど
寒
さ
の
原
因
と
な
る
物
事
を
示

す
点
で
も
白
詩
と
は
隔
た
り
が
あ
る
。

六
、
心
情
の
明
示
―
和
歌
と
の
比
較

　

こ
こ
で
は
、
和
歌
に
お
い
て
「
き
り
ぎ
り
す
」
が
寒
さ
ゆ
え
に
鳴
く

と
い
う
表
現
、
ま
た
「
き
り
ぎ
り
す
」
の
心
情
に
つ
い
て
み
て
い（

39
）く。

今
回
の
調
査
で
は
、
寒
さ
・
寒
さ
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
虫
の
心

情
・
そ
の
表
明
と
し
て
の
「
な
く
」
と
い
う
行
動
、
と
い
う
三
要
素
を

明
確
に
示
す
例
は
み
え
な
か
っ
た
。「
き
り
ぎ
り
す
」
が
風
な
ど
の
寒

さ
ゆ
え
に
「
な
く
」
こ
と
を
詠
み
、
寒
さ
に
対
す
る
感
情
は
明
示
し
な

い
歌
が
数
首
、
ま
た
「
な
く
」
と
い
う
行
動
を
詠
ま
ず
、
風
と
心
情
の

み
を
詠
む
歌
が
一
首
み
ら
れ
た
。

　

ま
ず
は
「
き
り
ぎ
り
す
」
が
「
な
く
」
こ
と
と
「
寒
さ
」
を
と
も
に

詠
む
和
歌
を
確
認
す
る
。『
万
葉（

40
）集』
に
は
次
の
歌
が
あ
る
が
、

　
　
　

詠
二
蟋
蟀
一

　
　

秋
風
之　

寒
吹
奈
倍　

吾
屋
前
之　

浅
茅
之
本
尓　

蟋
蟀
鳴
毛

　
　

�

あ
き
か
ぜ
の
さ
む
く
ふ
く
な
へ
わ
が
や
ど
の
あ
さ
ぢ
が
も
と
に
き

り
ぎ
り
す
な
く
も

�

（
巻
十
・
秋
雑
・
2158
）

こ
れ
は「
寒
い
秋
風
が
吹
く
と
と
も
に
き
り
ぎ
り
す
の
声
が
聞
こ
え
る
」

こ
と
を
い
い
、
秋
風
の
寒
さ
ゆ
え
に
き
り
ぎ
り
す
が
鳴
く
、
と
い
う
因

果
関
係
は
明
確
で
な
い
。寒
さ
を
鳴
く
理
由
と
し
て
示
す
詠
み
方
は『
古

今
集
』
の
頃
か
ら
み
ら
れ
始
め（

41
）る。

　
　
　
　

や
ま
が
き
の
木�

詠
み
人
し
ら
ず

　
　

�

秋
は
き
ぬ
い
ま
や
ま
が
き
の
き
り
ぎ
り
す
よ
な
よ
な
な
か
む
風
の

さ
む
さ
に

�

（
古
今
集
・
物
名
・
432
）

　
　
　
　

山
が
き
の
き

　
　

�

つ
ゆ
さ
む
み
よ（

42
）るや
ま
が
き
の
き
り
ぎ
り
す
こ
ゑ
ふ
り
た
て
て
な

き
ま
さ
る
ら
ん

�

（
忠
岑
集
・
72
）

　
　
　
　

蟋
蟀　

左�

よ
し
み
ね
の
ゆ
き
か
ら

　
　

�

ゆ
ふ
さ
れ
ば
こ
ゑ
ふ
り
た
て
て
き
り
ぎ
り
す
つ
ゆ
を
さ
む
み
や
よ

も
す
が
ら
な
く

�

（
保
明
親
王
帯
刀
陣
歌
合
・
3
）

こ
れ
ら
の
歌
は
「
き
り
ぎ
り
す
」
が
「
風
の
寒
さ
に
」
ま
た
「
露
を
寒

み
」
鳴
く
と
い
い
、
露
や
風
に
よ
る
寒
さ
を
「
き
り
ぎ
り
す
」
の
鳴
く

原
因
と
す
る
。
日
本
の
漢
詩
と
和
歌
で
は
、
と
も
に
十
世
紀
初
頭
頃
か

ら
「
蛬
」
語
群
お
よ
び
「
き
り
ぎ
り
す
」
が
露
な
ど
の
寒
さ
を
理
由
に

鳴
く
と
い
う
詠
み
方
が
現
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
「
き
り
ぎ
り
す
」
と
「
風
」
お
よ
び
心
情
を
詠
み
こ
む
歌
は
、
次
の

一
首
が
あ
る
。

　
　
　
　

き
り
ぎ
り
す�

素
性

　
　

�
秋
か
ぜ
の
や
や
ふ
き
し
け
ば
き
り
ぎ
り
す
う
く
も
よ
も
ぎ
の
宿
を

か
る
る
か

�

（
古
今
和
歌
六
帖
・
虫
・
3991
）
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「
秋
風
が
だ
ん
だ
ん
強
く
し
き
り
に
吹
い
て
き
た
の
で
き
り
ぎ
り
す
が

つ
ら
く
も
蓬
の
宿
を
借
り
る
」
と
解
せ
ら
れ（

43
）る。

　

こ
こ
ま
で
、
露
や
風
の
寒
さ
と
「
な
く
」
行
動
を
と
も
に
詠
む
歌
を

み
た
が
、「
き
り
ぎ
り
す
」
に
心
情
を
想
定
す
る
歌
自
体
は
他
に
も
み

ら
れ
る
。
早
い
例
と
し
て
は
、

　
　
　
　

寄
レ
蟋

　
　

蟋
蟀
之　

待
歓　

秋
夜
乎　

寐
験
無　

枕
与
吾
者

　
　

�

き
り
ぎ
り
す
ま
ち
よ
ろ
こ
べ
る
あ
き
の
よ
を
ぬ
る
し
る
し
な
し
ま

く
ら
と
わ
れ
は

�
（
万
葉
集
巻
十
・
秋
相
聞
・
2264
）

が
あ
る
。「
き
り
ぎ
り
す
が
待
ち
に
待
っ
て
歓
び
迎
え
る
秋
の
夜
だ
が
、

枕
と
私
と
は
寝
る
甲
斐
も
な
い
」
の
意
で
、「
わ
れ
」
と
対
照
的
に
秋

の
夜
を
喜
ぶ
「
き
り
ぎ
り
す
」
が
描
か
れ（

44
）る。

　
『
古
今
集
』
以
降
、「
き
り
ぎ
り
す
」
の
心
情
は
秋
の
物
思
い
と
結
び

つ
け
ら
れ
、「
き
り
ぎ
り
す
」
が
秋
に
物
思
い
を
し
て
「
な
く
」
と
詠

む
歌
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　

人
の
も
と
に
ま
か
れ
り
け
る
夜
、
き
り
ぎ
り
す
の
な
き
け
る

　
　
　
　

を
き
き
て
よ
め
る�

藤
原
忠
房

　
　

�

き
り
ぎ
り
す
い
た
く
な
な
き
そ
秋
の
夜
の
長
き
思
ひ
は
我
ぞ
ま
さ

れ
る

�

（
古
今
集
巻
上
・
秋
四
・
196
）

　
　
　
　

題
し
ら
ず�

紀
貫
之

　
　

�

わ
が
ご
と
く
物
や
か
な
し
き
き
り
ぎ
り
す
草
の
や
ど
り
に
こ
ゑ
た

え
ず
な
く

�

（
後
撰
集
巻
五
・
秋
上
・
258
）

後
撰
集
258
番
歌
で
用
い
ら
れ
る
「
か
な
し
」
は
、
前
掲
素
性
歌
の
「
憂

し
」
同
様
、「
怨
」
と
近
い
心
情
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
歌

で
は
「
我
ぞ
ま
さ
れ
る
」「
わ
が
ご
と
く
」
の
よ
う
に
心
情
を
自
身
と

比
し
、「
我
」
の
物
思
い
を
述
べ
る
た
め
に
「
き
り
ぎ
り
す
」
を
引
き

合
い
に
出
し
て
い
る
。
対
し
て
素
性
歌
は
「
風
の
寒
さ
が
つ
ら
い
」
と
、

人
の
物
思
い
と
は
関
係
な
く
虫
の
状
況
に
則
し
た
心
情
を
想
像
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
歌
よ
り
も
む
し
ろ
平
安
朝
漢
詩
の
「
怨
」
に
近
い
。

　

以
上
み
た
よ
う
に
、「
き
り
ぎ
り
す
」
が
風
や
露
の
「
寒
さ
」
ゆ
え

に
鳴
く
と
い
う
表
現
は
、
平
安
朝
漢
詩
と
ほ
ぼ
同
じ
十
世
紀
初
め
頃
か

ら
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
風
の
寒
さ
を
つ
ら
く
思
う
と
い
う
心
情
や
、
秋

の
物
思
い
を
「
き
り
ぎ
り
す
」
に
想
定
す
る
詠
み
方
も
み
ら
れ
た
。
し

か
し
、
漢
詩
に
あ
っ
た
、
風
・
露
な
ど
の
寒
さ
、
虫
の
心
情
、「
な
く
」

と
い
う
行
動
の
三
要
素
を
す
べ
て
備
え
る
和
歌
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

七
、
結
論

　

平
安
朝
漢
詩
は
、「
蛬
」
語
群
を
「
機
織
り
」
と
結
び
つ
け
る
詠
法

を
中
国
漢
詩
文
か
ら
摂
取
す
る
が
、
中
国
で
は
一
般
に
人
を
「
織
る
」

主
体
と
す
る
の
に
対
し
、
日
本
で
は
虫
を
主
体
と
す
る
詩
の
方
が
多
数

を
占
め
る
。
こ
の
点
は
「
蛬
」
語
群
と
「
織
」
の
組
合
せ
の
受
容
上
特

徴
的
だ
。
和
歌
に
お
け
る
類
似
の
表
現
と
し
て
は
「
つ
づ
り
さ
せ
」
と

「
は
た
お
り
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
虫
を
「
織
る
」
主
体
と
す
る
後
者
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の
表
現
が
優
勢
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
和
歌
が
六
朝
・
唐
詩
と
比
べ

て
平
安
朝
漢
詩
に
近
い
傾
向
を
も
つ
こ
と
を
示
す
。一
方
、「
虫
が
織
る
」

と
す
る
日
本
の
作
品
の
中
で
も
、
漢
詩
で
は
ほ
ぼ
鳴
き
声
の
比
喩
と
し

て
「
鳴
」
を
「
織
」
と
言
い
換
え
る
一
方
、
和
歌
で
は
「
衣
」
関
係
の

他
の
語
と
関
連
づ
け
る
こ
と
で
、「
は
た
お
り
」の
名
が
も
つ「
機
織
り
」

の
意
味
を
修
辞
に
用
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

　

ま
た
、「
蛬
」
語
群
の
声
が
「
怨
」
と
い
う
心
情
と
結
び
つ
く
の
も

日
中
の
漢
詩
に
共
通
だ
が
、
中
国
で
は
一
般
に
「
蛬
」
語
群
の
鳴
き
声

を
聞
い
た
人
が
悲
し
み
を
覚
え
る
と
す
る
の
に
対
し
、
平
安
朝
漢
詩
で

は
虫
自
身
が
露
の
寒
さ
を
「
怨
む
」
と
詠
ま
れ
た
。
こ
の
詠
法
に
は
白

詩
の
「
虫
怨
」
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
個
別
の
人
事
・
人
の
心
情

と
の
関
係
、「
怨
」
の
原
因
の
描
出
に
お
い
て
白
詩
と
も
隔
た
り
が
み

ら
れ
る
。
露
な
ど
の
寒
さ
が
原
因
で
虫
が
「
な
く
」
と
い
う
表
現
は
和

歌
と
共
通
す
る
が
、
和
歌
で
は
寒
さ
に
対
す
る
虫
の
心
情
を
明
示
し
な

い
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

　
「
蛬
」
語
群
を
扱
う
先
行
研
究
は
数
例
あ
る
が
、
日
中
・
和
漢
の
用

例
を
区
別
し
詠
法
を
比
較
す
る
論
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。「
蛬
」
語
群
と

「
織
」、
物
悲
し
い
心
情
と
の
組
合
せ
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
い

ず
れ
も
中
国
漢
詩
文
の
用
法
を
受
け
て
平
安
朝
漢
詩
で
も
同
様
に
詠
ま

れ
、
和
歌
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
説
明
に
留
ま
り
、
詠
法
に
差

異
の
あ
る
こ
と
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
中
国
の
漢
詩
・

日
本
の
漢
詩
・
和
歌
を
区
別
し
、
日
本
と
中
国
・
日
本
の
漢
詩
と
和
歌

と
い
う
二
軸
で
比
較
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
中
国
の
影
響

と
し
て
説
明
さ
れ
て
き
た
「
蛬
」
語
群
と
「
織
」
の
組
合
せ
や
「
怨
」

で
示
さ
れ
る
よ
う
な
物
悲
し
さ
と
の
組
合
せ
が
、
単
に
中
国
漢
詩
か
ら

平
安
朝
漢
詩
、
和
歌
へ
と
直
線
的
に
移
動
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
傾
向
を
帯
び
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。

本
稿
で
指
摘
し
た
差
異
は
あ
く
ま
で
「
蛬
」
語
群
の
詠
法
に
お
け
る
違

い
で
あ
り
、
一
般
化
に
は
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
が
、
平
安
朝
漢
詩
と

中
国
漢
詩
文
・
和
歌
の
関
係
を
と
ら
え
る
に
は
、
こ
れ
ら
の
差
異
を
一

般
化
し
意
味
づ
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
点
を
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

【
注
】

（
1
）　

謝
惠
連
「
擣
衣
」（『
文
選
』）
に
あ
る
「
莎
雞
」
の
語
に
対
し
、
李
善

注
は
『
毛
詩
』
国
風
／
幽
風
の
「
七
月
」
お
よ
び
『
古
今
注
』
の
記
述
を
引

き
、「
促
織
、
絡
緯
、
蟋
蟀
」
が
同
物
異
名
で
あ
る
と
示
す
。

　
　
　

擣
衣	

南
朝
宋　

謝
惠
連

　
　

肅
肅
莎
雞
羽　

蕭
蕭
と
し
て
莎
雞
は
羽
ば
た
き

　
　

烈
烈
寒
螿
啼　

烈
烈
と
し
て
寒
螿
は
啼
く

　
　

�〈
毛
詩
曰
、
六
月
莎
雞
振
羽
。
一
名
促
織
、
一
名
絡
緯
、
一
名
蟋
蟀
。（
後

略
）〉

　
　

�〈
毛
詩
に
曰
く
、
六
月
に
莎
雞
羽
を
振
る
。
一
名
促
織
、
一
名
絡
緯
、
一

名
蟋
蟀
。（
後
略
）〉

�

（
文
選
巻
三
十
／
雑
詩
下
〈
李
善
注
〉）

　

な
お
、
傍
線
部
「
一
名
促
織
、
一
名
絡
緯
、
一
名
蟋
蟀
」
に
類
す
る
記
述
は

『
詩
義
疏
』
に
は
み
あ
た
ら
な
い
。
小
尾
郊
一
／
富
永
一
登
／
衣
川
賢
次
『
文
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選
李
善
注
引
書
攷
證
上
巻
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
〇
年
）
は
こ
の
箇
所
に

つ
い
て
、「
案
一
名
促
織
上
集
注
本
有
崔
豹
古
今
注
曰
沙
鶏
八
字
而
無
一
名

蟋
蟀
四
字
（
案
ず
る
に
、「
一
名
促
織
」
の
上
、
集
注
本
に
「
崔
豹
古
今
注

曰
く
沙
鶏
」
の
八
字
あ
れ
ど
も
、「
一
名
蟋
蟀
」
の
四
字
無
し
）」（
366
頁
）

と
い
う
。
実
際
に
、『
古
今
注
』
に
は
「
莎
雞
、
一
名
促
織
、
一
名
絡
緯
、

一
名
蟋
蟀
。」（
古
今
注
／
鳥
獣
第
四
）
の
記
述
が
あ
る
（『
古
今
注　

崔
豹
撰
』

（
百
部
叢
書
集
成
）（
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
六
年
））。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ

で
は
集
注
本
に
依
り
『
古
今
注
』
か
ら
の
引
用
と
し
た
。

　
　

ま
た
、『
藝
文
類
聚
』
の
「
蟋
蟀
」
の
項
は
「
蜻
蛚
、
蛬
と
も
呼
ぶ
」
と

い
う
。

　
　

�

爾
雅
曰
、
蟋
蟀
、
蛬
也
。
方
言
曰
、
楚
謂
蜻
蛚
為
蟋
蟀
、
或
謂
之
蛬
。
南

楚
之
王
孫
、
即
趣
織
也
。

　
　

�

爾
雅
に
曰
く
、
蟋
蟀
は
、
蛬
な
り
。
方
言
に
曰
く
、
楚
に
蜻
蛚
を
謂
ひ
て

蟋
蟀
と
為
し
、
或
ひ
は
之
を
蛬
と
謂
ふ
。
南
楚
の
王
孫
、
即
ち
趣
織
な
り
。

�

（
藝
文
類
聚
巻
九
十
七
／
蟲
豸
部
）

（
2
）　

澤
瀉
久
孝
編
『
狩
谷
棭
齋　

箋
注
倭
名
類
聚
抄
』（
全
國
書
房
、
一
九

四
三
年
）

（
3
）　

山
口
佳
紀
「『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
蟋
蟀
」
の
訓
義
―
「
こ
ほ
ろ
ぎ
」

「
き
り
ぎ
り
す
」「
は
た
お
り
め
」
考
―
」（
芳
賀
紀
雄
監
修
、
鉄
野
昌
弘
／

奥
村
和
美
編
『
万
葉
集
研
究
』
塙
書
房
、
第
39
集
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
、

先
行
研
究
の
多
く
は
こ
れ
ら
の
語
を
主
に
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
蟋
蟀
」

の
よ
み
を
確
定
さ
せ
る
目
的
で
議
論
し
て
き
た
。

（
4
）　

柳
澤
良
一
「
き
り
ぎ
り
す
考
―
虫
の
文
学
史
の
試
み
」（『
国
語
と
国
文

学
』
74
巻
11
号
、
一
九
九
七
年
）
は
「
蛬
」
語
群
お
よ
び
対
応
す
る
和
語
群

の
用
例
を
包
括
的
に
検
討
し
、
そ
の
な
か
で
「「
促
織
」「
絡
緯
」
は
、
そ
の

鳴
き
声
が
機
を
織
る
か
ん
だ
か
く
悲
し
げ
な
音
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
付
け
ら

れ
た
名
前
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
詠
ま
れ
方
は
、
蟋
蟀
や
蛬
な
ど
、
今
日
の

コ
オ
ロ
ギ
、
す
な
わ
ち
古
典
に
出
て
く
る
「
き
り
ぎ
り
す
」
に
限
り
な
く
近

い
こ
と
が
わ
か
る
。」（
21
頁
下
段
―
22
頁
上
段
）
と
ま
と
め
て
い
る
。
た
だ

し
主
眼
を
虫
の
実
態
と
名
称
の
対
応
関
係
に
置
く
た
め
、
日
唐
／
和
漢
の
用

例
を
一
括
で
扱
い
、
そ
の
差
異
に
は
注
目
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
角
田
宏
子

「「
き
り
ぎ
り
す
（
蟋
蟀
）」
の
考
察　
『
奈
良
帝
御
集
』
の
和
歌
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
芸
術
工
学
2022
』
神
戸
芸
術
工
科
大
学
、
二
〇
二
二
年
）
は
、
平
安
期
の
詩

歌
に
お
け
る
「
蟋
蟀
」
や
「
き
り
ぎ
り
す
」
の
詠
ま
れ
方
を
、
白
詩
を
主
と

す
る
唐
詩
と
比
較
す
る
。
角
田
論
は
「
機
織
り
」
と
の
関
連
に
着
目
し
た
点

で
本
稿
と
重
な
る
部
分
は
あ
る
が
、
作
品
解
釈
や
調
査
対
象
の
点
で
立
場
に

違
い
が
あ
る
。

（
5
）　

な
お
「
蜻
蛚
」
は
平
安
朝
漢
詩
に
用
例
が
み
え
ず
、
対
応
す
る
和
語
「
こ

ほ
ろ
ぎ
」
も
平
安
期
の
和
歌
に
は
み
ら
れ
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
言
及
し
な

い
。

（
6
）　

平
安
朝
お
よ
び
六
朝
／
唐
詩
を
対
象
と
し
た
の
は
、
日
本
漢
詩
で
ま
と

ま
っ
た
量
の
用
例
が
得
ら
れ
る
の
が
平
安
期
で
あ
り
、
中
国
で
そ
れ
に
対
応

す
る
時
代
が
唐
代
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
専
ら
表
現
の
問

題
を
扱
う
こ
と
と
し
、
先
行
論
の
議
論
す
る
生
物
学
上
の
問
題
に
は
立
ち
入

ら
な
い
。

（
7
）　
『
文
選　

附
考
異
』（
藝
文
印
書
舘
、
一
九
八
九
年
）

（
8
）　
『
藝
文
類
聚　

下
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）

（
9
）　
『
玉
台
新
詠　

上
』（
新
釈
漢
文
大
系
）（
明
治
書
院
、
一
九
七
四
年
）

（
10
）　

佟
培
基
箋
注
『
孟
浩
然
詩
集
箋
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）

（
11
）　
『
庾
子
山
集
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）

（
12
）　

岡
村
繫
『
白
氏
文
集
』（
新
釈
漢
文
大
系
）（
明
治
書
院
、
一
九
九
八
―

二
〇
一
八
年
）、
以
下
同
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（
13
）　

韓
泉
欣
校
注
『
孟
郊
集
校
注
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）

（
14
）　

中
華
書
局
本
（
底
本
：
商
務
印
書
館
蔵
明
刊
本
）『
文
苑
英
華
』
影
印

は
「
恐
」
に
作
る
が
、「
雁
」
と
の
対
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
張
司
業
集
』（
四

庫
全
書
）
お
よ
び
『
全
唐
詩
』
に
従
い
「
蛩
」
に
校
訂
し
た
。

（
15
）　
『
文
苑
英
華
』
第
二
冊
（
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
）

（
16
）　
「
蛬
」
語
群
の
声
は
、
元
々
『
藝
文
類
聚
』
や
『
文
選
』「
古
詩
十
九
首
」

其
七
の
「
促
織
」
に
対
す
る
李
善
注
で
は
「
機
織
り
を
促
す
」
と
さ
れ
た
が
、

こ
こ
に
挙
げ
た
唐
詩
の
例
を
み
る
と
、「
機
織
り
の
音
そ
の
も
の
」
の
よ
う

に
も
聞
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
注
4
柳
澤
論
が
「
鳴
き
声
が
機
を
織
る
か

ん
だ
か
く
悲
し
げ
な
音
で
あ
る
」
と
い
う
通
り
で
あ
る
。

（
17
）　
『
懐
風
藻　

文
華
秀
麗
集　

本
朝
文
粋
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
）（
岩

波
書
店
、
一
九
六
四
年
）

（
18
）　

小
島
憲
之
『
田
氏
家
集
注　

巻
之
上
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
一
年
）

（
19
）　
「
絡
緯
」
と
対
に
な
る
第
三
句
の
「
蟪
蛄
」
は
本
来
ひ
ぐ
ら
し
を
指
す
が
、

こ
こ
で
は
「
絡
緯
」
と
と
も
に
「
蛬
」
の
言
い
換
え
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

と
判
断
し
た
。

（
20
）　
『
群
書
類
従
』
本
「
何
憐
」
で
は
「
ど
う
し
て
憐
れ
を
感
じ
る
だ
ろ
う
か
」

の
意
と
な
り
七
句
目
と
矛
盾
す
る
。
小
野
泰
央
／
中
屋
健
治
／
津
田
潔
「『
天

徳
三
年
八
月
十
六
日
闘
詩
行
事
略
記
』
訳
注
稿
（
五
）」（『
群
馬
高
専
レ

ビ
ュ
ー
』
17
号
、
一
九
九
八
年
）
の
注
釈
も
「
こ
の
句
法
は
未
見
」
と
し
て

不
審
を
示
し
、「『
何
』
を
強
調
、
感
嘆
を
表
す
副
詞
と
と
れ
ば
、
な
ん
と
心

惹
か
れ
る
こ
と
よ
、
の
意
。」
と
補
足
す
る
。『
日
本
詩
紀
』
に
は
「
可
憐
」

と
あ
り
、
そ
の
場
合
「
鳴
き
声
を
聴
く
と
感
慨
が
起
き
る
」
と
い
う
詩
全
体

の
内
容
に
相
応
し
い
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
『
日
本
詩
紀
』
に
基
づ
き
「
可
」

に
校
訂
し
た
。

（
21
）　Japan K

now
ledge

版
『
群
書
類
従
』、
以
下
同

（
22
）　

小
野
泰
央
／
中
屋
健
治
／
津
田
潔
（
注
20
）
に
よ
れ
ば
、
大
阪
府
立
中

之
島
図
書
館
本
で
は「
月
景
」だ
が
用
例
は
殆
ど
な
く
、『
群
書
類
従
』本「
月

影
」
の
ほ
う
が
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。
こ
こ
で
は
『
群
書
類
従
』

本
に
し
た
が
っ
た
。

（
23
）　Japan K

now
ledge

版
『
群
書
類
従
』

（
24
）　

な
お
、
注
4
角
田
論
は
白
居
易
「
寓
意
詩
五
首
」
の
「
促
織
不
成
章
」

の
句
と
菅
原
清
公
「
賦
得
絡
緯
無
機
〈
応
制
一
首
〉」
を
比
べ
、「（「
促
織
不

成
章
」
を
）
同
テ
ー
マ
で
あ
る
「
絡
緯
無
機
」
と
比
較
す
る
時
、
や
は
り
異

な
る
。
上
代
漢
詩
（
清
公
詩
）
が
、
さ
ら
に
言
葉
を
加
え
、
あ
る
い
は
ま
た
、

な
ぜ
そ
う
な
の
か
と
見
立
て
に
言
及
す
る
よ
う
な
詠
み
方
を
す
る
の
に
対
し
、

白
詩
は
言
及
し
な
い
。」
と
述
べ
る
。
だ
が
、
前
者
の
主
題
は
不
実
な
人
付

き
合
い
へ
の
失
望
で
、「
促
織
」
は
例
え
の
一
つ
な
の
に
対
し
、
後
者
は
絡

緯
に
機
織
り
機
が
無
い
こ
と
を
題
と
す
る
た
め
、
虫
の
機
織
り
が
有
名
無
実

で
あ
る
こ
と
へ
の
言
及
の
詳
し
さ
が
異
な
る
の
は
自
然
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
名
に
反
す
る
実
態
へ
の
注
目
は
、「
蛬
」
語
群
を
詠
む
作
品
で
は
両
者

の
他
に
例
が
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
相
違
よ
り
も
む
し
ろ
発
想
の

共
通
性
に
目
を
向
け
た
。

（
25
）　

家
持
集
所
収
歌
に
は
家
持
作
で
は
な
い
平
安
期
の
歌
も
含
ま
れ
る
。
引

用
歌
は
万
葉
集
に
な
く
、「
つ
づ
り
さ
せ
」
の
語
も
万
葉
集
に
は
み
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
平
安
期
の
歌
と
判
断
し
た
。

（
26
）　
「
冬
」
部
だ
が
実
際
に
は
秋
の
歌
が
収
め
ら
れ
、
末
尾
に
「
こ
こ
ま
で

は
秋
と
い
へ
り
」
と
の
注
記
が
あ
る
。

（
27
）　

な
お
、
徳
植
俊
之
「『
機
織
り
虫
』
攷
―
漢
語
摂
取
の
一
様
相
」（
橘
の

会
『
小
論
』
10
、
一
九
九
六
年
）
は
、「
は
た
お
る
虫
」
と
「
促
織
」「
絡
緯
」

の
関
係
に
つ
い
て
、
虫
が
「
機
を
織
る
」
の
か
「
機
を
織
る
こ
と
を
促
す
」

の
か
と
い
う
表
現
の
差
異
に
着
目
し
、「
促
織
」
の
字
義
は
「
織
る
を
促
す
」
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だ
か
ら
「
つ
づ
り
さ
せ
」
と
対
応
し
、「
絡
緯
」
の
方
こ
そ
が
「
は
た
お
り
」

の
原
語
だ
と
い
う
。
し
か
し
、『
新
撰
万
葉
集
』
が
「
は
た
お
り
」
に
「
促
織
」

の
字
を
あ
て
る
こ
と
や
、
古
辞
書
に
「
促
織
」
を
「
は
た
お
り
め
」
と
訓
じ

る
旨
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
促
織
」
と
「
は
た
お
り
」
が
強
く
結
び

つ
く
こ
と
は
明
ら
か
で
、
徳
植
論
の
い
う
対
応
関
係
に
は
首
肯
し
が
た
い
。

た
だ
、
虫
自
体
の
行
為
と
し
て
詠
む
か
、
人
の
行
為
を
促
す
声
と
し
て
詠
む

か
と
い
う
点
は
、
先
述
の
日
本
に
お
け
る
「
蛬
」
語
群
と
「
織
」
の
組
合
せ

の
特
徴
と
も
関
わ
り
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

（
28
）　

日
本
文
学W

eb

図
書
館
の
語
彙
検
索
で
、『
新
編
国
歌
大
観
』
を
対
象

に
、
時
代
を
平
安
時
代
に
設
定
し
「
つ
づ
り
さ
せ
」「
つ
つ
り
さ
せ
」「
つ
づ

れ
さ
せ
」「
つ
つ
れ
さ
せ
」、「
は
た
お
り
」「
は
た
を
り
」「
は
た
お
る
虫
」「
は

た
お
る
む
し
」
で
検
索
し
た
。

（
29
）　

日
本
文
学W

eb

図
書
館
の
語
彙
検
索
で
検
索
対
象
を
す
べ
て
に
設
定

し
、「
き
り
ぎ
り
す
」「
き
り
き
り
す
」
と
「
お
る
」「
お
り
」「
は
た
」「
こ

ろ
も
」の
い
ず
れ
か
を
含
む
歌
を
検
索
し
た
が
、「
き
り
ぎ
り
す
が
機
を
織
る
」

と
詠
む
歌
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
30
）　

た
だ
し
、
漢
詩
の
な
か
で
も
清
公
は
、「
思
蟲
寧
有
憶
、
誰
為
織
寒
衣

―
絡
緯
に
思
い
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
に
、
誰
の
た
め
に
冬
服
を
織

る
の
か
」、
ま
た
「
疋
成
如
可
借
―
絡
緯
の
織
る
衣
が
出
来
上
が
っ
て
借
り

る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
」
と
い
い
、
実
際
に
「
衣
服
を
織
る
」
こ
と
に
関

連
づ
け
る
。
ま
た
「
織
ら
れ
る
冬
服
」「
縦
糸
と
横
糸
」「
杼
と
機
」
と
、
機

織
り
に
関
係
す
る
道
具
や
物
品
を
複
数
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
想
像
上

の
機
織
り
の
場
面
を
よ
り
詳
細
に
具
体
性
を
も
っ
て
描
写
す
る
。
こ
れ
は
他

作
品
と
は
異
な
り
、
聴
覚
の
比
喩
に
と
ど
ま
ら
ず
、
虫
が
「
機
を
織
る
」
と

い
う
行
為
を
よ
り
具
体
的
に
描
く
。
こ
の
点
で
他
の
詩
よ
り
も
和
歌
に
近
い

と
い
え
る
。

（
31
）　

注
4
柳
澤
論
で
は「
平
安
／
鎌
倉
期
の
和
漢
文
学
で
は
、『
き
り
ぎ
り
す
』

が
『
蛬
』『
蟋
蟀
』
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
、（
中
略
）
物
思
い
の
辛
さ
を
一
層

か
き
た
て
る
よ
う
な
切
々
と
し
た
悲
し
い
声
で
鳴
」
く
こ
と
、
が
示
さ
れ
て

い
る
。

（
32
）　
『
菅
家
文
草　

菅
家
後
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
）（
岩
波
書
店
、
一

九
六
六
年
）

（
33
）　

本
間
洋
一
『
類
聚
句
題
抄
全
注
釈
』（
明
治
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）、
以

下
同

（
34
）　

本
間
洋
一
『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈　

三
』（
新
典
社
、
一
九
九
四
年
）

（
35
）　
「
怨
」の
意
味
に
つ
い
て
は
、松
浦
友
久「
詩
語
と
し
て
の『
怨
』と『
恨
』

―
閨
怨
詩
を
中
心
に
―
」
第
五
章
（『
詩
語
の
諸
相
―
唐
詩
ノ
ー
ト
』
研
文

出
版
、
一
九
九
五
年
）
を
参
照
。

（
36
）　
『
樂
府
詩
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）

（
37
）　
『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
）

（
38
）　

特
に
⑥
は
、「
蛬
」
語
群
の
「
怨
」
と
そ
の
原
因
と
し
て
の
重
陽
の
行

事
を
描
く
こ
と
に
詩
全
体
を
費
や
し
て
お
り
、
他
の
三
首
と
比
べ
て
も
特
異

で
あ
る
。

（
39
）　
「
蛬
」
語
群
に
対
応
す
る
和
語
に
は
「
は
た
お
り
」
も
あ
る
が
、
和
歌

で
「
は
た
お
り
」
が
風
な
ど
の
「
寒
さ
」
ゆ
え
に
鳴
く
と
い
う
場
合
、「
風

が
寒
い
の
で
衣
を
織
る
」の
意
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、こ
こ
で
検
討
す
る「
寒

さ
を
厭
う
気
持
ち
を
表
明
し
て
鳴
く
」
発
想
と
は
趣
旨
に
ず
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
今
回
は
扱
わ
な
か
っ
た
。

（
40
）　
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
蟋
蟀
」
の
訓
に
つ
い
て
先
行
論
の
間
で
も
見

解
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
一
般
に
は
「
こ
ほ
ろ
ぎ
」
と
よ
ま
れ
る
。
し

か
し
、
平
安
期
の
訓
で
は
「
き
り
ぎ
り
す
」
と
さ
れ
て
い
た
。
本
研
究
は
主

と
し
て
平
安
朝
の
詩
歌
を
扱
う
た
め
、
平
安
期
の
訓
に
従
い
「
蟋
蟀
」
を
「
き
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り
ぎ
り
す
」
の
用
例
に
含
め
た
。

（
41
）　
『
万
葉
集
』
で
、
生
物
が
鳴
く
理
由
と
し
て
の
「
寒
さ
」
と
い
う
観
点

か
ら
他
の
生
き
物
を
含
め
て
み
て
も
、「
上
瀬
尓　

河
津
妻
呼　

暮
去
者　

衣
手
寒
三　

妻
将
枕
跡
香
（
か
み
つ
せ
に
か
は
づ
つ
ま
よ
ぶ
ゆ
ふ
さ
れ
ば
こ

ろ
も
で
さ
む
み
つ
ま
ま
か
む
と
か
）」（
巻
十
／
秋
雑
／
2165
「
詠
レ
蝦
」）
の
よ

う
に
ほ
と
ん
ど
が
妻
恋
い
を
題
材
と
し
、
寒
さ
を
憂
い
鳴
く
発
想
は
み
ら
れ

な
い
。「
寒
さ
を
厭
っ
て
鳴
く
」
と
い
う
詠
み
方
は
十
世
紀
初
頭
か
ら
現
れ

る
と
い
え
る
。

（
42
）　

和
歌
文
学
大
系
（
底
本
：
宮
内
庁
書
陵
部
本
）
は
「
よ
る
（
夜
）」
を
「
よ

そ
（
余
所
）」
で
収
録
す
る
。

（
43
）　

こ
の
歌
に
つ
い
て
、
和
歌
文
学
大
系
の
注
は
「
か
る
」
を
「
離
る
」
と

し
、「
憂
く
も
」
を
詠
者
の
心
情
と
と
ら
え
て
「
悲
し
い
こ
と
に
き
り
ぎ
り

す
が
（
私
の
庭
の
）
蓬
を
離
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
」
と
解
釈
す
る
。
そ
の

場
合
こ
の
歌
も
き
り
ぎ
り
す
の
寒
さ
を
厭
う
心
情
を
詠
ん
で
は
い
な
い
こ
と

に
な
る
。
た
だ
、「
宿
を
か
る
」
あ
る
い
は
「
宿
か
る
」
と
い
う
表
現
は
、

多
く
の
場
合
「
宿
を
借
り
る
」
つ
ま
り
あ
る
場
所
に
泊
ま
る
こ
と
を
い
う
。

そ
の
た
め
、
こ
こ
で
も
「
き
り
ぎ
り
す
」
が
蓬
を
居
場
所
と
す
る
と
解
釈
し

て
差
し
支
え
な
い
と
考
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
下
の
句
全
体
が
「
き
り
ぎ
り

す
」
の
心
情
な
ら
び
に
行
動
と
な
り
、
平
安
朝
漢
詩
の
「
き
り
ぎ
り
す
」
が

寒
さ
を
避
け
て
植
物
を
住
処
と
す
る
と
い
う
構
図
と
重
な
る
。

（
44
）　
『
万
葉
集
』
中
の
「
き
り
ぎ
り
す
」
の
用
例
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め

全
体
的
な
傾
向
は
い
え
な
い
が
、
こ
の
例
は
、「
き
り
ぎ
り
す
」
に
想
定
さ

れ
る
心
情
が
、
憂
い
や
悲
し
み
、
つ
ら
さ
よ
り
は
む
し
ろ
喜
び
や
楽
し
み
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
い
え
よ
う
。

〔
引
用
本
文
〕

　

漢
詩
文
の
引
用
元
は
注
に
示
し
た
。
和
歌
の
用
例
は
全
て
日
本
文
学W

eb

図
書
館
版
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。

〔
凡
例
〕

　

書
き
下
し
・
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。
字
体
は
基
本
的
に
引
用
元
に
従
っ
た

が
、
一
部
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
引
用
中
の
〈　

〉
は
小
字
注
を
示
す
。

用
例
の
列
挙
に
あ
た
り
丸
数
字
で
通
し
番
号
を
振
っ
た
箇
所
が
あ
る
。『
全

唐
詩
』
中
の
「
一
作
」
の
異
文
注
記
は
省
略
し
た
。『
万
葉
集
』
の
引
用
に

際
し
て
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
西
本
願
寺
本
の
訓
を
使
用
し
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
の
文
献
は
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
二
五
年
八
月
二
十
五
日
。

�

（
こ
や
ま
・
あ
い
か　

本
学
博
士
前
期
課
程
）


